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2JP-10 幼児を持つ母親の食物消費について（第i報）
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　【目的】飽食の現代，食生活を取り巻く環境の変化は著しく，新たな問題も生じているが，

そこには，何を，どれだけ，どのように食べるかを自ら選択し決定する能力が要求される。

したがって，食物消費におけるさまざまな背景要因をより詳細に分析することは豊かな生

活を構築する上で必須の課題であると考える。本報では，食事と生活や健康の関わりを食

物購入の視点から明らかにし，消費者教育の基礎的資料を得ることを目的として調査を実

施した。
　【調査方法】①時期:1994年12月　②対象：某女子短大附属幼稚園年長組園児の母親109

名（平均年齢34.1歳），回収率77.9%　③方法：‘質問紙法

　【結果および考察】①幸福な家庭生活の条件は，主に，健康，団らん，お金，愛情であり，

豊かな食生活もわずかながら見られる。　②家計が苦しい時の節約順序は，衣４住４食で

あり，食を重視する傾向にある。　③買物は概して好ましいことであり，食物の購入回数

は，週に2, 3回が約６割，ほとんど毎日が３割であり，週に１回もわずかながら見られ

る。　④食物購入時の注意点は，製造年月日，鮮度，価格，添加物，安全性などであるが，

栄養バランスにもわずかながら注意している。　⑤必ず購入する食物は，主に，牛乳，野

菜であり，魚，肉，卵，豆腐・納豆，他に，パンなども見られる。　⑥毎日の食事づくり
における留意点は，半数が栄養バランスであり，薄味，野菜の摂取，食品数などにも留意

している。　⑦食物（料理）購入の様式は多種多様であるが，同じ食物（料理）でも，手

づくり，惣菜や冷凍・加工食品の利用，外食など，各家庭により違いが見られる。

2JP－11 八丈島と鹿児島の農村主婦にみる食生活と健康状態について
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　【目的】戦後から今日に至るまでの農家生活に変化を及ぼす要因について調査した成

績では、食生活の変化を意識している人が、全国的に最も多くみられた。さらに、東京
都の八丈島と鹿児島県では、医療、公共施設、交通機関の変化に対する意識が顕著に高
かった。これらは、みな、健康と密接に関係するものであるため、この２地区を対象に

食生活と健康についての調査を行い、指導の指標を得ることを目的とした。
　【方法】東京都八丈島ならびに鹿児島県に居住する30歳代から70歳代までの農家の主

婦を対象に、アンケート調査を行い、その結果の統計解析を行った。対象者数は八丈島
が50名、鹿児島が25名であった。

　【結果】八丈島の主婦は、健康状態がよくないと回答する者が20％近くおり、鹿児島
の主婦は約50％が健康であり、良くないと回答した者はいなかった。既往症のある人は、

前者で約60％、後者で35％と差がみられた。特に、八丈島では、高血圧と甲状腺障害が
目立っていた。１日に摂取した食品数は、前者平均15.6、後者19.1であった。特に、前

者は10～15の人が、後者は15～20の人が最も多かった。主食の種類は、前者で米が多い
が、パンも麺も摂っていた。後者は米力<殆どであった。蛋白性食品の中で、前者は魚介
類が、後者は豆類の摂取が多かった。野菜類・海草類・果物類では、果物類を除いて後

者の方が前者より多く摂取していた。このように２つの地区で全く対照的な成績を示し、
これらを気象条件、交通機関の発達、食品流通や自給の状態、食習慣、生活改善普及員
の活動などとの係わりを明らかにすることができた。
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